
夏 の す る が を 涼 し く 味 わ う 「 茶 氷 」 。

本ダイジェストの見方や出典はこちら

今年も7月から「茶氷」がスタート。静岡中部エリアを中心に、
県内の各店で静岡茶を使ったかき氷が楽しめます。
するが地域の夏の風物詩でもある茶氷は、味わいや見た目もさまざま。
この夏、地域を巡りながら、お気に入りの一杯をぜひ探してみてください。
（９月まで開催中）
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口コミ(SNS除) 34%

SNS 22%

Googleマップ 12%

Web(行政等) 8%

Web(その他) 7%

日帰り

37%

35%

25%

17%

8%

日帰り

61%

1泊 22%

2泊 12%

3泊～ 5%

来訪者調査の詳細はコチラから
https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/

「来訪者調査」をご覧ください

初めて

8%
２～５回目

23%

６～９回目

8%

10回目以上

61% 家族(子供なし)

43%

家族(子供あり)

18%

ひとり

15%

恋人 12%

友人知人 9%

仕事関係 2% その他 2%

静岡市 26%

関東地方 20%

静岡県西部 11%

東海地方 9%

山梨県・長野県 8%

自家用車 81%

JR在来線 10%

JR新幹線 9%

路線バス（コミュニティバス） 5%

レンタカー 4%

静岡市の安倍川花火大会や清水みなと
祭りをはじめ、各地で夏まつり・花火大
会が開催された。また静岡茶を使った
「茶氷」もスタートし、中部エリアを巡
る楽しみとしてにぎわいを創出。
海や山を楽しむ声が多く、「自然・景

観」がおススメPOINTのトップに。

海水浴や納涼イベント
が続き、9月まで開催中
の「茶氷」もエリア周
遊の魅力として注目さ
れる見込み。夏季休暇
を迎え、県外来訪者の
増加へつながるか注目。
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※集計値は2026年8月10日時点のデータ

宿泊 ¥0 

域内交通費 ¥459 

飲食 ¥1,314 

土産 ¥796 

その他 ¥355 

日帰り

今月計

前年同月差

※中部地域NPS

前年同月差

+035
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観光・レジャー

47%

気軽なお出かけ

36%
帰省・知人訪問 7%

出張・業務 2%

イベント 2%

その他
6%

宿泊費 ¥9,326 

域内交通費 ¥2,202 

飲食 ¥4,983 

土産, ¥2,395 

その他 ¥5,286 

宿泊

7月のポイント 8月は？

Web(施設) 31%

口コミ(SNS除) 24%

Googleマップ 16%

旅行雑誌・ガイドブック 16%

SNS 14%

宿泊

https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/
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前年同月比UP

韓国が1位を
維持しながら、
前年比でも増加

7月の来訪者数は平日を中心に前年比増、
宿泊者数も特に1週目で前年比増
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5月以降継続して
前年比インバウンド増



7市町各地で海開きや夏祭りなど夏のイベントが
本格化。吉田町では、初開催の「小山城BEER 
FARM」が大きなにぎわいを見せた。

夏季休暇を迎えた8月。県外からの来訪や、
夏ならではの観光需要がさらに高まるか。
7月に伸びた地域の勢いが継続するかに注目。

来訪者 ±10%以上
消費額 ±1,000円以上
NPS ±5以上

凡例 主要地の来訪者数
（人流データより）

平均消費額
（来訪者調査より）

推奨度（NPS）
（来訪者調査より）
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7月のポイント

8月は？

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。ツアー
代金は大幅増、宿泊費は大幅減。

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。宿泊費・
ツアー代金が大きく伸び、飲食代や土産代も増加。

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。ツアー
代金は減少した一方、宿泊費・飲食代などは増加。

来訪者数・NPSは減少。一方、宿泊費・飲食代が
大幅に増加し、域内交通費や土産代も伸長。

来訪者数は増加した一方、消費額・NPSは減少。
域内交通費は増加、宿泊費・飲食代などは減少。

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。域内交
通費・宿泊費・飲食代が伸び、ツアー代金は0円に。

来訪者数は増加した一方、消費額は伸びず。ツア
ー代金は増加、飲食代・土産代などは微減。
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